
ち
い
き
の

わ
だ
い

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

いままでのスポ少の成果や課題から
「家庭との連携が大切」「楽しいス

ポーツの提供」など、これからのス
ポ少のあり方を話す富田氏

協
定
後
、
握
手
を
交
わ
す
秋
田

銀
行
の
湊
屋
隆
夫
頭
取
（
写
真

左
）
と
門
脇
市
長

　

平
成
25
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

が
、
３
月
23
日
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
体
育
協
会
（
菅
原
陽
三
会
長
）
の

主
催
。
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
選
手
や
指
導

者
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
、
長
年
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
。
平
成
25

年
度
は
51
人
７
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

ま
た
、
表
彰
式
後
に
は
、
仙
北
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
「
母
集
団
・
指
導
者
合
同
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

常
任
委
員
・
指
導
育
成
部
会
長
で
静
岡
理
工

受
賞
者
（
敬
称
略
）

《
功
労
賞
》
▼
高
橋
政
義
（
野
球
）

《
栄
光
賞
》
▼
武
田
利
美
（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
）
▼
大
桃
克
也
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
）
▼
櫻
田
孝
明
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
▼

山
崎
詩
乃
（
馬
術
）
▼
齊
藤
美
喜
子
（
弓
道
）

▼
澤
山
輝
和
、
山
上
剛
、
伊
藤
雅
英
、
新
山

基
紀
、
猪
本
幸
夫
（
以
上
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

▼
佐
々
木
翼
、
佐
々
木
優
（
以
上
、
カ
ヌ
ー
）

《
奨
励
賞
》
▼
小
木
田
帆
南
、丑
澤
文
（
以
上
、

サ
ッ
カ
ー
）
▼
門
脇
夏
紀
、
猪
本
麻
矢
、
煤

賀
愛
樹
（
以
上
、
陸
上
）
▼
千
葉
沙
陽
佳
（
卓

球
）
▼
筒
崎
楓
、
熊
谷
実
夢
（
以
上
、
登
山
）

▼
小
嶋
貫
太
、
下
村
美
緒
（
以
上
、
ス
キ
ー
）

▼
高
橋
夏
南
人
、
堀
川
凱
斗
（
以
上
、
野
球
）

▼
高
山
陸
、
田
口
裕
幸
（
以
上
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
）
▼
西
村
謙
一
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
▼

3月23日
角館樺細工伝承館

平
成
25
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

51
人
７
団
体
を
表
彰

　

秋
田
県
体
育
協
会
が
表
彰
す
る
、
国
体
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
に
贈
ら

れ
る
「
畠
沢
国
体
賞
」
に
、
佐
々
木
優
選
手

（
角
館
町
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
選
手
は
第
68
回
国
民
体
育
大
会

「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
」
で
、カ
ヌ
ー

成
年
男
子
ワ
イ
ル
ド
ウ
オ
ー
タ
ー
・
カ
ヤ
ッ

ク
シ
ン
グ
ル
（
ス
プ
リ
ン
ト
）
で
優
勝
し
、

そ
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

３
月
28
日
、同
大
会
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
カ
ヤ
ッ

ク
シ
ン
グ
ル（
15
ゲ
ー
ト
）で
準
優
勝
と
な
っ

た
兄
の
佐
々
木
翼
選
手
（
角
館
町
）
と
共
に
、

　

３
月
19
日
、
仙
北
市
は
秋
田
銀
行
と
「
子

育
て
支
援
な
ら
び
に
定
住
促
進
に
関
す
る
協

定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
子
育
て
支
援
と
定
住
促
進

に
よ
っ
て
人
口
を
確
保
す
る
た
め
、
連
携
協

力
し
て
子
育
て
世
帯
の
住
宅
・
教
育
等
の
支

援
や
、
雇
用
・
定
住
支
援
の
ほ
か
、
観
光
振

興
支
援
ま
で
含
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、一
定
の
条
件（
子

ど
も
を
３
人
以
上
扶
養
し
て
い
る
な
ど
）
を

満
た
す
仙
北
市
民
に
対
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
金

利
優
遇
策
と
し
て「
子
育
て
支
援
特
別
金
利
」

（「
夢
・
応
援
プ
ラ
ン
」
基
準
金
利
よ
り
０
・

２
０
か
ら
０
・
４
５
％
引
下
げ
）
が
実
施
さ

れ
ま
す
。（
※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
秋
田
銀

行
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

畠
沢
国
体
賞
に
佐
々
木
優
選
手

住
宅
ロ
ー
ン
金
利
優
遇
策
の
実
施
へ

第
68
回
国
民
体
育
大
会
（
カ
ヌ
ー
競
技
）
で
優
勝

秋
田
銀
行
と
「
子
育
て
支
援
な
ら
び
に
定
住
促
進
に
関
す
る
協
定
」
締
結

3月27日3月19日
仙北市仙北市

県カヌー協会渡部卓理事（写真左）と受
賞報告に市役所を訪れた佐々木優選手

（写真中央）と佐々木翼選手。4 月から今
シーズンの競技が始まります。お二人の
さらなるご活躍を期待します。

「花の季節にはまだ早いが私の描いた花を楽しんでもらえれば」と話す
藤あや子さん

　

現
在
、
角
館
町
平
福
記
念

美
術
館
で
は
「
藤
あ
や
子
作

品
展-

彩
・
か
く
の
だ
て-

」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
藤
あ
や
子

さ
ん
も
出
席
し
「
子
ど
も
の

頃
か
ら
絵
を
描
く
の
は
好
き

で
し
た
。
絵
も
私
の
自
己
表

現
の
一
つ
。
私
の
作
品
を
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
藤
さ
ん
が
こ
れ
ま
で

制
作
さ
れ
た
絵
画
や
陶
芸
の

作
品
を
一
堂
に
展
示
。
ぜ
ひ

会
場
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

藤
あ
や
子
作
品
展-

彩
・
か
く
の
だ
て- 

会
場
：
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

開
館
時
間
：
９
時
～
17
時
（
入
館
16
時
30
分
ま
で
）

入
館
料
：
高
校
生
以
上
３
０
０
円
。
中
学
生
以
下
、
仙
北
市
民
は
無
料

問
合
せ
：
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館　

☎
（
54
）
３
８
８
８

4月1日
平福記念美術館

藤
あ
や
子
作
品
展-
彩
・
か
く
の
だ
て-

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
藤
あ
や
子
さ
ん

難波和夫さんの活動発表「秋田駒ケ岳：噴火後の植生
の回復と変化」に聞き入る来場者

　

３
月
19
日
、
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

で
第
２
回
田
沢
湖
公
民
館
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、１
０
０
人
以
上
が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
田
沢
湖
公
民
館
を
中

心
に
活
動
す
る
学
習
文
化
団
体
や
グ
ル
ー
プ

の
日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
学
習
文
化
交
流
を
進

め
よ
う
と
開
催
さ
れ
、
今
回
で
２
回
目
。
当

日
は
、
手
芸
、
編
み
物
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
昔
語
り
、

ん
み
ゃ
も
の
料
理
講
習
会
、
コ
ー
ラ
ス
発
表

会
、
駒
ケ
岳
の
植
生
に
関
す
る
記
録
写
真
に

3月19日
田沢湖総合開発センター

第
２
回
田
沢
湖
公
民
館
ま
つ
り

日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表

市
役
所
に
受
賞
報
告
に
訪
れ
た
優
選
手
。「
今

回
の
受
賞
を
励
み
に
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

岩
田
晴
、
高
橋
慶
多
、
田
牧
勇
我
、
細
川
大

雅
、
千
葉
悠
也
、
佐
々
木
竜
生
、
田
川
礼
、

田
川
颯
、
畠
山
勇
輝
、
木
元
美
禪
、
湯
澤
瑠

奈
、
湯
澤
花
梨
奈
（
以
上
、
空
手
）
▼
鈴
木

勇
太
郎
、田
口
慧
、阿
部
大
樹
（
以
上
、ス
キ
ー
）

▼
及
川
貴
博
、三
浦
悠
、菅
湖
愛
、鈴
木
怜
奈
、

戸
村
彩
乃
、加
藤
瑠
菜（
以
上
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

《
指
導
者
賞
》
▼
藤
木
雄
二
（
ス
キ
ー
）

《
特
別
賞
》
▼
高
橋
靖
彦
（
ラ
ー
ト
）

《
団
体
　
奨
励
賞
》
▼
秋
田
県
立
角
館
高
等

学
校
山
岳
部
女
子
▼
秋
田
県
立
角
館
高
等
学

校
ス
キ
ー
部
男
子
▼
秋
田
県
立
角
館
高
等
学

校
ス
キ
ー
部
女
子
▼
秋
田
県
立
角
館
高
等
学

校
野
球
部
▼
生
保
内
中
学
校
女
子
剣
道
部
▼

秋
田
県
立
角
館
高
等
学
校
定
時
制
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
▼
仙
北
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ンJr

ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

科
大
学
教
授
の
富
田
寿
人
氏
が
「
望
ま
し
い

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
求
め
て
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

「子育て支援特別金利」の概要

1　概要

2　取扱店

3　実施期間

全営業店・全パーソナルプラザ

平成 26 年 3 月 20 日（木）～平成 28 年 3 月 31 日（木）
（期間中の正式申込分が対象）

※詳細については、秋田銀行窓口へお問い合わせください。

【参考】平成 26 年 3 月の適用金利（金利は毎月見直しいたします｡）

項目 条件

適用金利

固定 3 年 ：「夢・応援プラン」基準金利から
年 0.20％引下げ

固定 5 年、10 年：「夢・応援プラン」基準金利から
年 0.45％引下げ

対象者
条件

①「夢・応援プラン」の対象者条件を充足する方
②お申込時点で扶養家族となっているお子様が 3
　名以上いる方
③仙北市住民の方
　( ご融資実行後に仙北市に転居する場合は申込時
　に他市町村住民でも可）
④仙北市内にある住宅新築・購入・増改築・借換資金

対象商品 住宅ローン「フルサポート」（特約自動更新タイプ）

金利選択 新規実行時「固定金利」選択限定

固定特約期間 「子育て支援
特別金利」

「夢・応援プラ
ン」基準金利 引下げ幅

固定金利 3 年間 年 0.65% 年 0.85% ▲年 0.20%

固定金利 5 年間 年 0.75% 年 1.20% ▲年 0.45%

固定金利 10 年間 年 1.10% 年 1.55% ▲年 0.45%

よ
る
活
動
発
表
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

仙北市のできごとをお届け

ちいきのわだい
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